
ERINA　

平成22年度第５回賛助会セミナー　　　　　　

東アジアの経済統合と構造変動
－投資行動は潜在的大市場経済(PoBMEs)指向へ－
公益財団法人●環日本海経済研究所

ERINAは平成22年9月1日、公益財団法人に移行いたしました。賛助会員を対象とした「賛助会セミナー」は、一般の方も参加できる公開セミナーとなりました。皆様、奮ってご参加ください。

世界金融危機は、米国の進めるグローバリゼーションが如何にリスクの大きいものだったかを示しました。1990年代から強力に推し進められてきたグローバリゼーションは曲がり角を迎え、地域主義の台頭は国際秩序の大きな変化を予感させます。日本の経済的地位は相対的に低下していますが、対照的に東アジア地域は成長センターとして世界中から資本を惹きつけています。東アジアは中国を核にして生産拠点から市場へと変貌しており、この地域における潜在的大市場の出現は、東アジアの経済統合を進める上での多様な課題を提起しています。東アジアにあって、とりわけ日本と中国は相互に信頼を強めるために地域の制度的な枠組みの強化が期待され、そうした流れの中で「共同体」論も捉えることができます。
今回は国際経済秩序、東アジア経済を主要な研究課題としている名古屋大学の平川均教授をお迎えし、分かりやすく解説していただきます。
記

〈日   時〉  平成23年3月4日（金） 14：00～16：00
〈会   場〉  万代島ビル6階　会議室
             新潟市中央区万代島5番1号　TEL：025-244-1060
〈参加費〉 2,000円（当日、会場受付にて申し受けます。）

＊賛助会員、出捐団体関係の方は無料

〈講　 師〉  名古屋大学大学院経済学研究科附属国際経済政策研究センター　教授
　　　　　　 平川　均（ひらかわ　ひとし）　氏
〈略　 歴〉  1980年　明治大学大学院経営学研究科博士課程単位取得
1996年　京都大学博士（経済学）
1980年　長崎県立大学経済学部講師に就任後、同助教授、茨城大学
人文学部教授、東京経済大学経済学部教授などを経て
2000年　名古屋大学大学院経済学研究科教授
〈著　 作〉 『アジア新工業化の展望』（共著）東京大学出版会　1987年
『ＮＩＥＳ：世界システムと開発』（単著）同文舘　1992年
『東アジアのグローバル化と地域統合』（共編著）ミネルヴァ書房　2007年
『東アジアの新産業集積』（共編著）学術出版会、2010年
〈問合せ〉  ERINA広報・企画室　新保、小林
　　　　　　　TEL：025-290-5545

